
 

 

 

 

 

 

 

◇プール掃除・プール開き◇６/１ (木)、６/８ (木) 
 ３年生～６年生がプールの掃除を全員でしてくれました。６月の声を聞き、私たちの誰もが、子
どもの頃のあの面白かった海や川での思い出があります。子ども達は、水が大好きで喜んで掃除

をしてくれました。喜んで、進んでじゃぶじゃぶと掃除をする姿。水の魅力ですね。 

 さて、プールに新しい水を張り、水泳の季節がおとずれました。水温、気温を確認して体育の授

業をしていきますので、ご家庭でも体調の管理をお願いします。 

 ６/８（木）には、「プール開き」をしました。粟ノ保っ子が、水の事故やけが無く、安全に水泳が出

来ることを全校で祈願・確認しました。水泳は有酸素運動です。全身を使っての運動です。体力を

高める運動でもあります。是非、昨年より長く・速く泳げるように目標を立てて努力したいもので

す。 

 

 

 

 

 

 

◇租税教室：６年生◇６/６(火) 

羽咋市税務課の保志場光史氏を講師に招き、「税の大切さ」について授業をしていただ

きました。税金と聞くと「？」と思いがちですが、消費税、所得税はじめたくさんの税が

存在します。社会に出たら納税の義務があります。「税金がなかったらどうなる？」私た

ちの暮らしはどうなるのかを考える中で、無くては困るものだと学んでくれました。 

最後に羽咋市の税金の様子について教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

国税庁 HPより・・・税の学習コーナー・Zei君クイズを紹介します。 

① 次のうち消費税がかからないものはどれでしょう。 正解は裏面へ 
１ 水道料  ２ 住民票交付手数料  ３ 医者の診断書                   

② 「国で一番えらい立場の者は、税金を納めなくてもよい」という法律を作ったのは誰ですか。 

１ ヒトラー  ２ トルーマン  ３ スターリン                            

長子配布 

裏面あります 
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スローガン【すべては 子どもたちの 心の笑顔のために】 



◇第１回学校関係者評価委員会◇６/１５(木) 
令和５年度の学校評議員（PTA含む）にお集まりいただきました。羽咋市教育委員会事務

局から標記委員会の趣旨説明をいただきました。今年度の委員は次の皆様となります。   

中橋信二氏、井表登喜美氏、保志場晶子氏、桂 千春氏、川淵亜紀氏（５名） 

さて、校長からは「今年度の教育目標と教育指針」を説明しました。要約しますと、本校 

の開校以来脈々と受けつながれてきた「ひまわり憲法」を目指し、しっかりと粟ノ保っ子

に学力をつけていくこと。そのために、これからの時代の求められている、ICT活用と英語

教育を進めていくことについて説明をしました。羽咋市提供の AIドリル活用、英語の関心

意欲を高める工夫が求められています。 

豊かな心を育てる、体力をつけることも取り組んでいきます。年間を通して、授業参観

や学校行事を案内します。教育活動を参観しご意見を頂戴し改善を図っていきます。 
 
◇校長雑感◇                         

禅語に「啐啄同時（そったくどうじ）」という言葉があります。 
私がこの言葉を知った当時、「なるほど」と頭にストンと納得できる話だったのでよく記憶して

います。子どもたちへの教育・子育てに通じる話です。紹介します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この話を学校に当てはめると、雛は粟ノ保っ子、親鳥は先生・保護者・地域の皆様ということに

なります。雛が卵を内側からつつくことは、「算数が得意になりたい」「もっと友達と仲良くなりた

い」「英語を頑張りたい」と、意欲を持って努力し、挑戦している姿です。そして、親鳥が殻の外側

からつつくのは、先生・保護者・地域の皆様が教えたり、励ましたりしている姿です。 

日々の活動の中で、粟ノ保っ子の意欲を引き出し、なりたい夢や願いをかなえられるように、温

かく・時には厳しく、励ましながら寄り添っていくことと似ています。よいタイミングを見逃さないこ

とですね。 ひまわり憲法のり。「理想にむかってがんばる子」につながります。 

 

クイズ正解 ①→正解２   ②→正解１ 

雛は生まれる際に、自分のくちばしで卵の内側からつついて外の世界に出ようとする。 

親鳥は雛が内側からつついている場所を探り当て、卵の外側からくちばしでつついてやる。

そうすると、両者からつつかれた所が、ピタリと同時に重なり、少しずつ破れて、雛が誕生する

ということです。 もしも親鳥が、雛が十分に成長する前に外から殻を破ってしまったら……。

準備が整う前に外界に出てしまった雛は、はたして無事に成長することができるのか。 

逆に、親鳥がいつまでたっても殻をつつくことをしなければ、自分の力で殻を破れず、下手

をしたら、そのまま殻の中で力尽きてしまうかもしれません。だから理想は、雛と親鳥の殻をつ

つくタイミングがちょうど同じであること。それが「同時」であることの意味です。早くもなく、遅

くもない。絶妙の機を逃さないというタイミングが大切という意味でもあります。 

 


